
一
は
じ
め
に

社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
（
以
下
、
私
大
連
と
い
う
。
）
は

加
盟
大
学
を
対
象
と
し
て
種
々
の
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
奨

学
金
等
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
も
永
年
に
わ
た
り
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
。
本
稿
は
、
私
大
連
が
平
成
一
八
年
度
に
実
施
し
た
奨
学

金
等
調
査
に
つ
い
て
そ
の
概
要
と
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

若
干
の
調
査
結
果
の
分
析
を
試
み
、
今
後
の
奨
学
事
業
の
発
展
に
資

す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
提
言
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
が
私
立
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
建
学
の
精
神
に
則
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
学
生
の
教
育
に
関
し
て
も
個
々

の
理
念
と
目
的
を
掲
げ
て
そ
れ
ら
を
具
現
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
奨
学
金
事
業
に
つ
い
て
も
私
立
大
学
の
理

念
お
よ
び
目
的
に
か
な
っ
た
教
育
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
昨
今
の
経
済
状
況
や
一
八
歳
人
口
の
減
少
等
、
私
立

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は
楽
観
視
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
奨
学
金

事
業
に
つ
い
て
み
て
も
、
そ
の
原
資
で
あ
る
資
金
の
捻
出
等
々
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け
る
私
立
大
学
の
奨

学
金
事
業
の
現
状
報
告
で
あ
る
。

二
私
立
大
学
に
お
け
る
学
内
奨
学
金
等
調
査
の
概
要

調
査
内
容
に
関
す
る
詳
細
は
「
平
成
一
八
年
度
奨
学
金
等
調
査
報
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私
立
大
学
に
お
け
る
学
内
奨
学
金
の
動
向

～
私
立
大
学
連
盟
の
奨
学
金
等
調
査
を
通
じ
て
～

黒
葛
裕
之

関
西
大
学
総
合
情
報
学
部
教
授
・

（
）

社
団
法
人
私
立
大
学
連
盟
学
生
委
員
会
奨
学
金
等
分
科
会
長

●
資

料
●



三
調
査
結
果
の
要
約
と
コ
メ
ン
ト

全
般
的
に
言
え
る
こ
と
は
、
奨
学
金
事
業
の
大
要
は
日
本
学
生
支

援
機
構
奨
学
金
が
担
い
、
学
内
奨
学
金
は
そ
の
補
完
的
な
役
割
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
学
部
学
生
の
み
で
比
較
す
る
と
（
重
複
採
用
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
の
べ
人
数
で
あ
る
）
、
日
本
学
生
支
援
機

構
奨
学
金
は
二
〇
・
二
％
の
学
生
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

学
内
奨
学
金
で
は
そ
の
比
率
は
四
・
七
％
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
は
す
べ
て
貸
与
奨
学

金
で
あ
る
の
に
対
し
、
学
内
奨
学
金
で
は
給
費
奨
学
金
と
貸
与
奨
学

金
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
そ
の
内
訳
を
学
部
学
生
で
比
較
す
る
と
、

給
費
奨
学
金
が
五
万
八
六
一
人
（
一
六
一
億
六
一
八
万
四
千
円
）
で

あ
り
、
貸
与
奨
学
金
は
一
万
一
一
四
四
人
（
五
三
億
七
八
四
五
万
八

千
円
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
学
内
奨
学
金
は
給
費
奨
学
金
に
移
行

し
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
国
公
立
大
学
に
存

在
す
る
授
業
料
減
免
制
度
が
実
質
的
な
給
費
奨
学
金
で
あ
る
こ
と
へ

の
対
抗
や
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
返
還
回
収
業
務
を
考
慮
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

大
学
院
学
生
は
学
部
学
生
に
比
べ
て
奨
学
金
の
恩
恵
を
手
厚
く
受

け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
学
部
学
生
と
大
学
院
学
生
を
比
較
す
る

と
、
学
生
数
の
比
率
は
一
六
・
六
対
一
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学

金
の
採
用
者
数
比
率
は
一
一
対
一
で
あ
る
。
こ
れ
が
学
内
給
費
奨
学

金
で
は
人
数
比
で
は
三
・
二
対
一
、
金
額
比
で
は
三
・
〇
対
一
と
な

る
。
こ
の
理
由
は
、
特
に
理
系
の
大
学
院
で
は
国
公
立
大
学
と
私
立

大
学
の
間
の
学
費
格
差
が
極
め
て
大
き
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
授
業
料

単
体
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
差
異
は
な
い
が
、
私
立
大
学
で
は
施
設
費
や

実
験
実
習
料
等
の
負
担
が
大
き
く
、
授
業
料
に
こ
れ
ら
の
納
入
金
を

加
え
た
学
費
で
は
二
倍
程
度
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
あ
る
。

学
内
奨
学
金
を
そ
の
目
的
別
に
分
類
す
る
と
、
経
済
支
援
を
主
目

的
と
す
る
奨
学
型
（
ニ
ー
ズ
型
）
、
私
立
大
学
の
教
育
に
対
す
る
理

念
お
よ
び
目
的
を
実
現
す
る
た
め
学
生
の
能
力
を
よ
り
向
上
せ
し
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
育
英
型
（
メ
リ
ッ
ト
型
）
に
二
分
さ
れ
よ
う
。

育
英
型
奨
学
金
に
つ
い
て
、
Ｄ
・
学
業
成
績
優
秀
、
Ｅ
・
特
定
試

験
等
、
Ｆ
・
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
Ｇ
・
入
試
成
績
優
秀
の
四
種

類
に
細
分
化
し
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
部
学
生
に
つ
い
て
は
、

Ｄ
・
学
業
成
績
優
秀
が
人
数
ベ
ー
ス
で
も
金
額
ベ
ー
ス
で
も
七
〇
％

を
占
め
た
。
Ｆ
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
Ｅ
は
少
数
で
あ
る
。
私
立
大
学
で

は
知
恵
を
絞
っ
て
学
生
の
能
力
の
向
上
を
経
済
面
か
ら
支
援
す
る
仕

組
み
を
作
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
学
院
学
生
に
つ
い
て
は
Ｄ
に

偏
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
テ
ー
マ
設
問
の
調
査
結
果
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
前
述
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告
書
（
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
二
月
）
」
に
譲
る
こ
と
と
す
る

が
、
①
調
査
対
象
大
学
、
②
調
査
内
容
、
③
そ
の
他
、
調
査
対
象
期

間
お
よ
び
調
査
方
法
等
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

調
査
対
象
と
な
る
大
学
は
、
私
大
連
に
加
盟
す
る
一
二
三
大
学
で

あ
る
。
平
成
一
八
年
五
月
一
日
の
時
点
で
は
、
日
本
に
は
八
七
国
立

大
学
、
八
六
公
立
大
学
、
五
五
三
私
立
大
学
の
七
二
六
大
学
が
存
在

し
た
。
そ
の
学
部
学
生
数
は
、
国
立
大
学
が
四
五
万
九
八
〇
四
人
、

公
立
大
学
が
一
〇
万
七
二
五
四
人
、
私
立
大
学
が
一
九
四
万
一
〇
三

〇
人
の
合
計
二
五
〇
万
八
〇
八
八
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
私
大
連

に
加
盟
し
調
査
対
象
と
な
っ
た
私
立
大
学
は
、
一
二
三
大
学
（
学
部

学
生
数
は
九
一
万
一
六
二
五
人
）
で
あ
る
。

調
査
内
容
は
、
学
生
に
つ
い
て
は
学
部
学
生
、
大
学
院
学
生
、
受

入
れ
留
学
生
に
区
分
し
、
奨
学
金
等
制
度
に
つ
い
て
は
学
内
奨
学
金

制
度
（
こ
れ
を
、
給
費
奨
学
金
と
貸
与
奨
学
金
に
大
別
す
る
）
と
独

立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下
、
日
本
学
生
支
援
機
構
と

い
う
。
）
奨
学
金
に
分
類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
内
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
は
、
学
部
学
生
と
大
学
院
学
生
に
対
し
て
は
、
奨
学
型
（
記

号
Ａ
・
経
済
支
援
、
Ｂ
・
家
計
急
変
等
、
Ｃ
・
短
期
貸
付
金
の
三
種

類
に
細
分
化
）
、
育
英
型
（

記
号
Ｄ
・
学
業
成
績
優
秀
、
Ｅ
・
特
定

試
験
等
、
Ｆ
・
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
Ｇ
・
入
試
成
績
優
秀
、
Ｈ
・

派
遣

留
学
の
五
種
類
に
細
分
化
）
、
お
よ
び
そ
の
他
（

記
号

Ｉ
で

表

す
）
に
つ
い
て
、
給
費
と
貸
与
に
分
け
て
調
査
し
た
。
受
入
れ
留
学

生
に
つ
い
て
は
貸
与
奨
学
金
の
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
を

考
慮
し
て
、
給
費
奨
学
金
の
み
に
つ
い
て
記
号
Ｊ
・
授
業
料
減
免
、

Ｋ
・
受
入
れ
留
学
生
を
対
象
と
す
る
奨
学
金
、
Ｌ
・
そ
の
他
の
三
分

類
で
調
査
し
た
。
こ
の
分
類
に
よ
る
調
査
を
デ
ー
タ
設
問
と
呼
ん
で

い
る
が
、
加
盟
大
学
に
は
各
々
の
学
内
奨
学
金
制
度
ご
と
に
、
そ
の

名
称
と
支
給
人
員
と
支
給
金
額
に
加
え
て
、
基
金
の
有
無
、
支
給
期

間
、
支
給
最
小
お
よ
び
最
大
金
額
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。

さ
ら
に
加
え
て
、
平
成
一
八
年
度
調
査
よ
り
デ
ー
タ
設
問
に
加
え

て
、
ト

ピ
ッ
ク
ス
的
に
特
定
の
奨
学
金
制
度
に
関
し
て
よ
り
詳
し
く

調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
本
年
度
は
、
学
部
学
生
の
入
学
試
験
成

績
に
連
動
し
た
奨
学
金
制
度
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
を
テ
ー
マ
設
問

と
呼
ん
で
い
る
。
テ
ー
マ
設
問
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
設
問
を
設

定
し
て
こ
れ
に
答
え
る
形
式
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
平
成
一
七
年
度
に
お
け
る
支
給
実
績
を
、
学
内
奨
学

金
制
度
に
つ
い
て
は
支
給
件
数
（
支
給
人
員
で
あ
る
が
、
奨
学
金
制

度
間
の
重
複
が
あ
る
の
で
「
の
べ
人
数
」
に
相
当
す
る
）
と
支
給
金

額
（
同
様
に
「
の
べ
金
額
」
で
あ
る
）
に
関
し
て
調
査
し
た
。
奨
学

金
の
受
給
状
況
に
つ
い
て
は
、
予
算
金
額
で
は
な
く
支
給
実
績
で
あ

る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
実
施
時
期
は
平
成
一
八
年
七
月
三
一
日

か
ら
八
月
二
八
日
の
期
間
で
あ
る
。
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み
合
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
日
本
学
支
援

機
構
奨
学
金
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
大
学
と
し
て
は
学

生
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
奨
学
金
関
連
の
手
続
き
は
簡
潔
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
昨
今
の

Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
展
と
と
も
に
奨
学
金
関
係
事
務
が
大
幅
に
電
子
化
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
の

発
展
を
期
待
し
た
い
。

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
で
あ
ろ

う
と
学
内
奨
学
金
で
あ
ろ
う
と
す
べ
て
の
奨
学
生
諸
君
に
対
し
て
、

次
の
こ
と
を
望
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
奨
学
生
の
多
く
は
希
望
者
の

中
か
ら
選
抜
さ
れ
奨
学
金
と
い
う
経
済
的
な
支
援
を
得
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
貸
与
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
諸
君
に
と
っ
て
最
大
の
義
務

は
奨
学
金
を
返
還
す
る
こ
と
で
あ
る
。
君
が
受
け
た
便
益
を
次
の
世

代
の
学
生
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
使
命
で
あ
る
。
ま
た
給
費
奨

学
生
に
は
貸
与
金
の
返
還
と
い
う
義
務
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

卒
業
後
は
社
会
に
対
し
て
自
ら
が
受
け
た
以
上
の
貢
献
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
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私大連加盟大学における学内奨学金学部入試成績連動型奨学金の導入状況
（調査対象：123大学）

の
よ
う
に
、
今
年
度
の
調
査
で
は
、
私
大
連
加
盟
大
学
に
お
け
る
入

学
試
験
の
成
績
に
連
動
し
た
給
費
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、
学
部
学

生
を
対
象
と
し
た
も
の
を
取
り
上
げ
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
社
会
構
造
が
変
化
す
る
中
で
、
優
秀
な
学
生

を
確
保
す
る
た
め
の
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
奨
学
金
が

出
現
し
た
。
調
査
結
果
は
わ
れ
わ
れ
の
当
初
の
予
想
を
凌
駕
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
一
二
三
大
学
の
中
で
こ
の
よ
う

な
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
大
学
は
七
四
大
学
（
六
〇
・
二
％
）

で
あ
り
、
導
入
予
定
あ
る
い
は
検
討
中
と
回
答
し
た
一
五
大
学
（
一

二
・
二
％
）
を
加
え
る
と
、
七
割
を
超
え
る
八
九
大
学
と
な
る
。
こ

の
制
度
に
対
す
る
各
大
学
の
関
心
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。調
査
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
特
定
の
入
試
種
別
（
一
般
入
試

に
限
定
す
る
も
の
が
八
割
）
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
給
費

金
額
に
つ
い
て
は
、
一
律
（「
給
費
金
額
五
〇
万
円
ま
で
」
と
、「
同

五
〇
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円
」
の
合
計
が
八
割
を
超
え
る
）
で
あ
り
、

学
費
の
一
定
割
合
（
授
業
料
の
半
分
、
授
業
料
全
額
の
パ
タ
ー
ン
が

多
い
）
を
給
費
し
て
い
る
。
給
費
期
間
は
一
年
間
が
半
数
で
一
番
多

い
が
、
四
年
間
以
上
と
い
う
大
学
も
三
割
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
大

学
が
成
績
順
位
が
上
位
で
あ
る
こ
と
を
選
考
条
件
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
優
秀
な
学
生
の
確
保
の
た
め
に
奨
学
金
制
度
が
戦
略
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。

三
今
後
へ
の
期
待
を
込
め
て

本
調
査
を
始
め
る
と
き
に
、
「
経
済
支
援
型
奨
学
金
は
日
本
学
生

支
援
機
構
奨
学
金
に
任
せ
、
私
立
大
学
独
自
の
奨
学
金
制
度
は
私
立

大
学
独
自
の
教
育
理
念
に
則
っ
た
用
途
（
例
え
ば
、
成
績
や
ス
ポ
ー

ツ
の
優
秀
者
、
留
学
や
特
性
の
試
験
へ
の
支
援
等
）
に
向
け
る
こ
と

は
可
能
か
」
と
い
う
仮
説
が
立
証
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
調
査
結
果
を
見
る
と
、
残
念
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
仮
説

は
棄
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
際
に
多
く
の
大
学
が
経
済
支
援
の
た

め
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、
多
く
の
学
生
に
対
し
て
経
済
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
を
希
望
し
か

つ
適
格
で
あ
る
学
生
で
あ
っ
て
も
、
奨
学
生
に
採
用
さ
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
経
験
し
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日

本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
だ
け
で
は
学
生
の
要
望
に
応
え
き
れ
な
い

状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
日
本
学
生

支
援
機
構
、
文
部
科
学
省
、
財
務
省
そ
の
他
関
係
諸
機
関
の
ご
理
解

を
得
て
、
制
度
の
拡
充
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

奨
学
金
制
度
の
運
営
は
公
平
か
つ
公
正
を
旨
と
す
べ
き
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
複
数
の
奨
学
金
制
度
は
複
雑
に
絡
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